
10月は 

「臓器移植普及推進月間」です。 
 

 宮崎県移植推進財団では、臓器移植医療の大切さを一人でも多くの県民の皆様に知っていただ

くため、１０月の「臓器移植普及推進月間」を中心に普及啓発活動を行っています。 

 臓器移植とは、病気や事故によって臓器の機能が低下し、移植でしか治らない人に、他の人の

臓器を移植し健康を回復する医療であり、人が人を助けたいと思う気持ちが原点となって成り立っ

ています。 

全国で臓器移植を待つ患者は約１５，０００人いますが、そのうち移植を受けられる人は、１年間

で約４００人に過ぎず、臓器移植によって救われる命は「２％のキセキ」と言われています。 

 臓器提供が行われるかどうかは、脳死又は心停止状態となった患者の家族の承諾によって決定

されますが、国の調査では、８５．６％の方が「家族が心停止又は脳死と判定された場合に、本人の

臓器提供に対する意思表示がないことで臓器提供の決断に負担を感じる」との結果が出ています。 

もしものときは、もう家族と話をすることはできません。でも、意思表示をしていれば、「提供する・

しない」を決断する家族の迷いを減らすことができます。 

ＹＥＳでもいい。ＮＯでもいい。あなたの意思を表示してください。 

 

                                令和４年度の主な事業 

○グリーンリボンキャンペーン 

１０月１６日（日）１０：００～１６：３０  

イオンモール宮崎（ヒナタテラス、レストランコート） 

      

○グリーンライトアップ 

１０月１０日（月）～１６日（日） 

 県庁本館 

   

○いのちのリレーポスターコンテスト入賞作品   

   展示  １０月１７日（月）～21日（金） 

イオンモール宮崎（レストランコート）  

（※今年度の新たな取組として実施した臓器移植をテーマに   

したポスターコンテストの入賞作品を展示します。） 
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